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メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

 

 

      

会員ひと言  ～‘光陰矢のごとし’ とは～   加藤 利榮            ◎今月の聖句◎ 

最近、人一倍時間の経つのが早くなったような気    父である神とわたしたちの主キリスト・イエスからの 

がしてならない。もぅ月曜日…、今年ももぅ暮れ…と、   恵み、憐れみ、そして平和があるように。 

     歳を取れば取る程、時間の経つのが早いという感覚                    ～テモテへの手紙Ⅱ・1章・2節から～ 

が強くなってきた。歳を取れば取る程、時間が早く     新しい年を迎え、神も祝福しておられます。 

経つ感覚が強くなるのは感動が無くなるからだ…と、    神の母に捧げられたこの日に、世界の平和と一人 

よくいわれる。歳を取ると新しい経験が少なくなる、感動したり     ひとりの幸せを祈りましょう。 

新しい事に触れる機会が少なくなっていく、そのために一瞬一瞬     今日の日が、喜びと希望の時になりますように。 

の目の前の事に意識を向けることが無くなる、そぅすると時間は       

進んでいるけれど、脳の働きは若い頃ほどでなくなり、今、何を      強調月間 ＩＢＣ/ＤＢＣ 

しているかという感覚が無いまま生活するようになる。それにより 

時間があっという間に過ぎるという感覚が生まれるようになる。    IBCはInternational Brother Clubs 国際兄弟クラブ 

‘最近、あっという間に過ぎるナ…。’と感じる人は新しい経験  のこと、国内のクラブが外国のクラブと兄弟クラブの  

をすることが不足している、感動不足になってきている可能性がある。   締結式を行って永続性のある交流を続けること、また 

新しい体験をしたり新しい本を読むとか、行ったことのない場所に   その相手クラブのことも指す。事前の協議と締結式を準備す 

行くとか、新しい経験を意識的にしている人とそうでない人と   ることが前提となる。近年では異なる国の3つのクラブ 

では、20年後の生存率は2倍違う…といわれています。      が相互に締結するトライアングル締結・交流もある。                         

‘光陰矢のごとし’、一度しかない人生を矢の様に過ぎゆく人生    一方、国内間でのIBCにならった兄弟クラブの締結も 

にはしたくない…。もしかして、“矢のように忙しく過ごすよう   ある。Domestic Brother Clubs 東・西日本区クラブ間 

にすれば、月日の過ぎるのが遅くなると感じる…”かも知れません…。  で促進されている。私たちのとつかクラブでは、ご存知 

老いた頭の中を、時間は結論の出ないまま過ぎていきます…。   西日本区の名古屋グランパスクラブとのDBCが存する。 

                      。                                                                              
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 ２０２０年１月会報 第３０３号 
         国際会長（ＩＰ）  Ｊｅｎｎｉｆｅｒ Ｊｏｎｅｓ  (オーストラリア)                                                          

２０１9   主  題 “Building ｔｏｄａｙ ｆｏｒ ａ ｂｅｔｔｅｒ ｔｏｍｏｒｒｏｗ” 

 スローガン  “On the MOVE!!”  「さぁ動こう!!」 

        アジア太平洋地域会長（ＡＰ）   田中 博之 (東京多摩みなみ)  

     主  題  “Action！”  「アクション！」                                    

～    スローガン “With Pride and Pleasure” 「誇りと喜びを持って」 

   東日本区理事 （ＲＤ）   山田 敏明 （十勝）   

       主  題 「勇気ある変革、愛ある行動！」“Innovation with courage,action with heart！” 

       副  題 「みんなで力を合わせて、1・２・３」“Hop,Step and Jump with all Y‛ｓmen” 

 ２０20  湘南・沖縄部部長（DG） 森田 幸二郎（沖縄）
 

        主  題 「ワイズを社会に広める基盤の再構築をする」  

クラブ会長 浦出 昭吉 「メネットの支援に感謝し、30 周年に向けてさらに仲間を！」                   

主題          副会長 吉原 訓  書記 加藤 利榮  会計 岡 進 

              メネット事業 吉原 和子  担当主事 瀬戸 俊孝 

 

       
       

 
  

 
  

 
  

 
  

 



１２月在籍者数 1２月出席者数 出席率  
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（円） メ ン 13 メ ン 11 92％ 

メネット 8 メネット 3  前 月 迄 0 0 0 0 0 

  ゲ ス ト ら 12  当 月 0 0 0  0 

計 21 合 計 26  累 計 0 0   0 0 0 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 

 

 



 

☆12月期第1例会報告 ～リーダー研修会報告とリーダー・ワイズ交流会～☆     浦出 昭吉 

日 時：2019年12月7日(土) 18：30～20：30        続く二番目には、やはりとつかYMCA体操担当の渡部真優 

会 場： 湘南とつかYMCAホール            リーダー、彼女は昨年に引き続いての卓話、9月21日～23日・ 

参加者:：(ゲストら) 卓話者：渡部真優さん 高階寛之さん  山中湖センターで開かれた全国リーダー研修会に横浜からの 

ほかに、リーダーら8名        10名の一人として参加、「自分を知ること、相手を知ること」を 

          千葉裕子さま・吉田恵美子さま（鎌倉クラブ）   テーマに講師の鈴木陽吾さんはロサンゼルス･ドジャースの日本 

(メ ン) 岡･加藤･柴原･鈴木･瀬戸･土方･吉原･若木･浦出   担当顧問、ご自分の生きざまを通して「自分の力を活かした 

             （メネット）加藤･吉原  計) 23名   社会貢献」「自分で人生を拓く方法」についてのお話しでした。 

      定刻、開会点鐘に始まった例会、 自分が普段考えている社会の問題や、相手の視点に立って物事 

盛りだくさんのプログラムを控えて  を考えるなど「大変良き指針で参考になった。」とのことでした。 

コグニサイズはお休み、ソング・信条、  そして、いよいよ待ちに待ったメネット心尽くしのお料理 

ゲスト･ビジターら紹介の後、早速  を中に、若者たちとの交流会が瀬戸担当主事の司会で始まり、 

メインの卓話に入りました。    指名されて若木メンの乾杯で、一転会場は賑やかに…。気が 

 第一番目は、「リーダーに求められていること」のテーマで  付くと腰掛けているのはメンだけでメネットも応接にいとま 

９月６日～８日･山中湖センターで開かれたユースボランティア  がありません。定刻に閉会、記念撮影で解散となりました。 

リーダーズフォーラムに横浜から参加の12名の一人、とつか 

YMCAの体操担当の高階寛之リーダーのお話し、「リーダーとは、 

先生でもない友達でもない存在、完璧でもないし、間違えること 

もある存在、…であるからこそ何でも言える、思いを受け止める、 

どちらかと言えば、斜め上の存在、子どもを理解しようとする･ 

共に成長する…、まとめとして、リーダーという特殊な存在を 

自分なりに理解し、子どもの将来に責任を持つことと理解した。 

堀江和広しののめ園長と大沼謙一先生のお話は勉強になった。」   

                                                                  

☆湘南とつかYMCA運営委員会から☆  加藤 利榮        ☆第２例会（納会）報告☆   浦出 昭吉                                                               

 委員会は年６回･奇数月の第４月曜日（原則）に開かれます。 

委員は10名、地元の有力者を始め牧師先生や教育関係者、それに 

ワイズメンと多彩ですが、委員長のみ2006年以来変わらず…です。 

一方、職員は、館長のほか各部門、健康教育･オルタナティブ・ 

語学教育･アフタースクール･スポーツ専門学校･とつか乳児保育園･ 

とつか保育園･舞岡地区センターの8部門の責任者が出席、報告 

と質議が、また必要に応じ、アンジュやレザンの施設長も出席し、 

それぞれのワークサポートセンターの事業報告が行われます。 

 以下、年中行事を中心に、日頃考えていることなどを…。 

① 感謝･懇親会：例年、1月の委員会は標題の名目で‘かしお’ 

 において開催、スタッフ責任者と委員相互の理解促進に貢献。 

② 3者交流会：全職員・リーダー・委員による交流会を5月 

 の委員会に引き続き開催、交流の拡がりに努めている。 

③ い～とつか祭支援：委員の中から実行委員長を選定、例年 

 地元商店会と協働し、好成績を挙げている。 

④ うたごえ広場：現在は‘オルタナティブ事業’部門ながら、 

 当初、2005年にとつかクラブからのたっての要望で始まり、 

 2008年に北･厚木両YMCAと共にJASRAC(音楽著作権協会) 

 からの許諾認可を取得、「うたごえ広場」としてこんにちに 

至り、常に170名台の入場者数を保っている。なお、委員会 

活動とは直接関係ないが、当初「うたごえ」認可に関しては 

東京世田谷クラブの小川圭一ワイズのご助言に負うところ少な 

くなかったし、また、合唱指導では久保勝昭ワイズに深く関わって 

もらったことなど、成功の大きな要因となっているといえよう。 

  日 時： 2019年12月17日(火)18：00～20：30                                         

会 場： ‘かしお’ 

出席者：(ビジター) 千葉･兵藤･吉田（以上、鎌倉クラブの皆さん）                         

   (メン) 有田･岡･加藤・柴原･鈴木･瀬戸･土方･吉原･浦出 

  (メネット) 加藤･吉原･若木        計）15名 

 2019年最後の会合はお馴染み‘かしお’での納会でした。 

当面の日程等については、配布資料をご覧いただきたく… 

と会長あいさつをもってビジネスを終え、早速、懇親会に 

と移りました。乾杯の発声は兵藤ワイズ、アルジ肝いりの 

カモ肉の入った鍋料理に、舌の乾くイトマも有りません。 

こういう時の女性軍の動きには、いつものことながら敬服 

してしまいます。‘甲斐々々しく…’の表現程度では、とて 

もとても…、正に、‘痒い処に手が届く’とはこういうこと 

を指しているのか…などフッと頭に浮かんできます…。 

 それと、今夜は一つサプライズを予定しています。…と 

申すのは、長年の労に報いる方～加藤ワイズご夫妻～への 

花束贈呈が間もなく…、見るも鮮やかな洋ラン‘シンビジ 

ゥム’が頃合いを見て贈呈されました。そして加藤ワイズ 

からひと言、感極まっ 

ておられるのが、隣り 

にいて伝わります…。 

 定刻近く、記念撮影 

に収まり、拍手のうち 

に散会しました。 



 

 

 

【特別寄稿】 ☆クラブライフを楽しんで☆ 

元区理事 小原 武夫（東京世田谷クラブ）  

 1984年(昭59)東京世田谷クラブへ入会、35年 

のワイズ歴になります。 

   1991年(平3)日本区書記として加藤利榮理事と

ご一緒に日本各地のクラブを訪問させていただき、 

多くの方々との出会いが貴重な財産となっています。 

 出会いがあれば別れも…、1961年6月3日設立の当クラブの 

チャーターメンバー冨田釮次会員は2019年6月、98歳の天寿を

全うし天国へ…、日活時代の映画全盛期に活躍されたお話が思い出

されます。 

冨田会員のお嬢さん、お孫さんが「うたの会」や例会に参加さ

れております。思い起こせば、お孫さんの山田悦子さんは学生時

代に、当クラブと IBCを結んでいたロスアンジェルス・ガーディ

ナクラブに交換留学生として夏期訪問をしたことも…。そのガー

ディナクラブも今は無くなり、ハワイのカイムキクラブとの IBC

交流が細々と…。 

さて、地域社会への奉仕活動の一つとして、2003 年10 月より

童謡唱歌を歌う会「YMCAすずらん会」がスタートし現在に至っ

ていますが、お陰様でこのプログラムは横浜とつかクラブを始め

各地のクラブで開催されることに…。 

また、2019年7月より東京YMCAは、南センター近隣の希望丘

団地内に保育園「ねがい」を開設、当クラブはこの機会に園庭に

季節にふさわしい草花を植える活動を始めており、将来は園児の

ご両親ともご一緒にこの活動を続けていきたい考えです…。 

奉仕クラブの原点、友情をはぐくみ、思いやりの心をもってク

ラブライフを満喫し、YMCAとともに集う人々のエネルギーを何

らかの形で、社会改良のエネルギーとして放出し続けられること

を願いつつ、クラブライフを楽しんでいます。 

                （小原武夫様、暮れのお忙しい中、原稿を有り難うございました。）  

 

レザン通信             施設長 相馬 良文 

             クリスマス・新年おめでとうございます。 

            昨年はワークサポートセンターのアン

ジュとレザン、大変お世話になりました。 

例年より暖かな冬となり、街中も冬の装 

いが少なく感じられます。 

レザンでは、12月20日(金)にクリスマス会

を開きました。毎週金曜日の余暇活動の時

間にミーティングを重ね、クリスマス会の

内容などの計画をしました。今年のクリス     

マスは、ピザ作り・ケーキ作りとフライドチ

キンになり、普段は午後から出勤する予定の方も朝から出勤し、

「やるき」を見せていました。デコレーションを思い思いに飾り

つけしました。スタッフにはタップリ過ぎるクリームも、ペロッ

と完食してしまいました。最終日の27日は戸塚小学校近くのカレ

ー屋さんで、関係者揃って外食をいたしました。焼きたてのナン

と出し物を楽しみながら、1年を締めくくりました。      

   横浜とつかワイズメンズクラブと鎌倉ワイズメンズクラブの

皆さまには、多くの場面でお支えいただき、誠に有り難うござい

ます。本年もご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

☆横浜YMCAクリスマス会☆   土方 喜美代  

          2019年度恒例の横浜YMCAクリスマス              

         の集いが12月19日(木)18時30分から 

湘南とつかYMCAホールで開かれ、加藤

ワイズと参加しました。 

 第 1 部の礼拝では、来年 4 月に入職が内定された皆さんに

よるテーブルの蝋燭への点火で、フレッシュなムードが場内に

みなぎります。そして、「キリストの誕生が力になる今の時代」

と題され、横浜海岸教会の上山修平牧師から、イエス様生誕に

まつわる聖句を引用されての示唆に富んだメッセージを頂き、

また献金は国際･地域協力募金に捧げられました。 

 引き続いて第 2 部の祝会に移り、テーブルにお寿司やサン

ドイッチなどが手際よく広げられ、松橋常議員会議長の発声で

乾杯、一転して、会場は賑やかな分かち合いの場となりました。 

さらに、YMCA 職員による台風災害などの被災地支援報告が

あり、工藤理事長のご挨拶をもって定刻の 20 時 30 分閉会、

また、先ほどの献金は7万円余りと報告がありました。 

 (加藤ワイズから写真説明) 

閉会後、一部のメンバー 

 は‘かしお’に場所を移し、 

 ‘みつかる、つながる、 

 よくなっていく’YMCA 

 について、深更まで論議 

 が交わされました！ 

 

☆横浜クラブの忘年会から☆    加藤 利榮 

  恒例となっているこの会合、12月12日(木)18時から中華街･

廣東飯店で開催され、お誘いを受け参加しました。顔ぶれは、

写真にもあるように、出席者の半数近くがYMCA関係の若い

スタッフの皆さん、あたかも交流会のムードです。 

プログラムは 2 部に分かれ、第 1 部では礼拝と古田会長に

よる当面の行事日程などの周知…とビジネス中心に進められ、

合同新年会や沖縄部大会･Change!2022 シンポジゥムなどへ

の参加要請と、IBC・DBC のクリスマスカードへのサインが

回されましたが、席上、DBCの大阪長野クラブから贈られた

カードやプレゼント品が配られました。大阪長野とは、確か、

93年11月に横浜でDBC締結式をやり、そのあと中華街で祝

賀会をやったような記憶があります。後日、横浜に転入会され

た廣田英雄さんは、大阪長野の初代会長だった木下百太郎さん

のご紹介だったなぁ…などと思いに耽っているうちに乾杯と

なり、次々と出るお料理に、時の経つのも忘れるほどでした。 

  気が付けば早や20：30、‘佳いお年を…’と挨拶を交わし…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

☆YMCAだより☆       担当主事 瀬戸 俊孝                    

    ～YMCAに関わる若者に求めるもの～ 

 12月 3日に 87回目となる YMCA-Y’s協議会が開かれました。様々な

YMCA 活動が報告されました。秋は、イベントも多くワイズメンも

活躍するチャリティ―ラン、各 Y で行われているチャリティーイベント

（バザー）が多くのワイズメンの協力で無事終了した報告がありました。   

そして、今回の協議では、先日行われた「東日本リーダーズフォー

ラム」の報告がありました。東日本区の YMCA 各センターで活動し

ているリーダーが集まり、リーダーの在り方、リーダーに求め

られていることを3日間交流しながら考え、学びの時を持てた

ようです。その中で印象に残った言葉は、「斜め上の存在になる」と

いう言葉で、先生でもない、友達でもない存在だからこそ、一人ひと

りの思いを受け止めて対応する…、という意見、立派でした。プログ

ラム参加者としては、中高生、大学生年代は一旦YMCA を離れがち

になります。しかし、ボランティア活動を通してYMCA が青少年を

育成しているとても大切な年代であることを改めて再認識しました。 

 終りにリーダーから、「子供の将来に責任を持つ」というまとめの報

告がありました。責任感を持ちたくないという若者が増えている中、

今回参加したリーダーたちは、社会に出る前にとても貴重な体験をし

たと思います。2020年度は、横浜YMCAが主幹を務め三浦YMCA（9/11

～13）で行われます。 

 このような活動を長く続けてこられているワイズの皆さん

の協力があってこそです。 

今後も引き続きご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今月の歳時記から☆ 

‘書初 かきぞめ’と‘福寿草 ふくじゅそう’ 

‘書初’、新年になって初めて書や絵を書くこと。主として

めでたい詩句を選び、ふつうは正月二日に行う。 

筆始（ふではじめ）、吉書（きっしょ）ともいう。 

一月二日、各地で書初大会が行なわれ、会場いっぱいに、

書初が繰り広げられる。 

わんぱくや先ず掌に筆はじめ    一 茶 

  書初や紙の小旗の日のしるし    子 規 

  書初や老妻酒をあたためたり    鬼 城 

次に‘福寿草’、山地にも自生するが、多くは栽培されるキ

ンポゥゲ科の多年草。元日草ともいわれ、その名のもつ縁起の

良さと、花の乏しい寒期に咲くあざやかな黄金色の花が珍重さ

れる。めでたい花とされ、正月の飾り物として用いられる。 

根は強心剤。 

 朝日さす弓師が店や福寿草    蕪 村 

  妻の座の日向ありけり福寿草   波 郷 

  福寿草遺産といふは蔵書のみ   虚 子 

           〈午〉 

☆１月･２月のこよみ☆ 

➢１/18(土) Ｙ・Ｙ‛ｓ合同新年会〈北京飯店・18：00〉 

➢１/21(火) 第 2例会・湘南とつかYMCA・205号室・18：30 

➢２/1（土） Change！2022シンポジゥム・東京 Y東陽町･13：00 

➢2/11(火･休) 横浜 YMCA会員大会・湘南とつか YMCA/10:00 

➢２/16(日) ワイズカップ幼児サッカー・舞岡地区センター 

➢2/18(火) 第2例会・湘南とつか YMCA・205号室・18：30 

➢２/22(土) 湘南･沖縄部部大会・那覇 

   

～１月会合のご案内～ 

① Y－Y’s合同新年会（第1例会振替え） 

  ◎ 北京飯店は、中華街通りを抜けた処、 

本町通り角・朝暘門脇 ☎045・681・3535 

◎ 会費：5,000円  

 ◎ 出欠は、瀬戸担当主事まで  

 ☎ 045・864・4768 

 ML： seto_toshitaka@yokohamaymca.org 

 

② 第２例会：１月2１日（火）１８：3０ 

        ◎ ご出席を宜しく…  

      ～ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ～ 

       加藤 明子さん  1月5日 

 

  【掲示板】              会 長                                                                     

◎ 1月の例会は、18日(土)の合同新年会に振り替えます。 

◎ ‘Change！2022シンポジゥム’への参加について 

① 2月1日(土)13：00開始のプログラムです。 

② 寒い時季ですが、東日本区主催の大事な会合です。 

③ ご都合のつく方は、加藤書記までご連絡ください。 

④ 1月第2例会の席上で確認させてください。 

◎ 横浜YMCA会員大会について 

  ① 数年前までは『会員研修会』と呼んでおりました。 

   ② 入場無料・食事つき・出入自由です。 

   ③ 柴原会員は、昨年のこの日に入会されることを 

決意されました。 

④ 今年も、‘ワイズ・コーナー’を設けます。 

  ◎ ワイズカップ幼児サッカー大会について 

  ① 昨年もこの時期（２／１７）に開催しています。 

  ② 会長もメンバー（？）で出場しました。 

  ③  今回は、会場を舞岡地区センターに移しての開催 

    です（13：00 開会）。 

  ④ クラブ支援額：2万円 

◎ 湘南･沖縄部部大会について 

   ① 開催日：2月22日（土）・17：00 

   ② 開催場所：沖縄サンプラザホテル 

   ③ 登録費：10,000円 

   ④ 受付：至急会長まで 

〈後記〉 

       令和の年号になって2年目を迎えました。 

     クラブにとってはChange！2022に向かって…。 

                          （T/K）              

 

mailto:seto_toshitaka@yokohamaymca.org

